
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 １００６ 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 （学）クラフト 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・様々な素材や技法を用いて多様多種の作品制作を楽しむことにより、造形能力を高め美術に親し

む心を育てていきましょう。 

・多くの種類の素材を使います。それぞれの素材の特徴を理解しましょう。 

・用具の使い方もたくさん練習しましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い創造活動を通して，造形的な見方・考え方を働かせ，美的体験を重ね，生活や社会の

中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1） 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに，意図に応じて表現方法を

創意工夫し，創造的に表すことができるようにする。 

（2） 造形的なよさや美しさ，表現の意図と創意工夫，美術の働きなどについて考え，主題を生成

し創造的に発想し構想を練ったり，価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め

たりすることができるようにする。 

（3） 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み，生涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも

に，感性を高め，美術文化に親しみ，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・対象や事象を捉える造形

的な視点について理解を深

めている。 

・意図に応じて制作方法を

創意工夫し、創造的に表し

ている。 

 

造形的なよさや美しさ、表現

の意図と創意工夫、思いや願

いなどから心豊かに発想し構

想を練ったり、価値意識をも

って造形活動に対する見方や

感じ方を深めたりしている。 

主体的に幅広い創作活動に取

り組もうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
塔
の
制
作 

【デザイン】【立体】【鑑賞】 

１． 鑑賞 

世界各地で建てられた

塔について調べて鑑賞

し、表現の意図や込めら

れた思い、工夫を感じ取

る 

２． 構想を練る 

自分で塔を建てるならど

んなデザインにするかを

アイデアスケッチする 

３． 制作 

デザインをもとに、適度

な長さに切った竹ひごを

組み合わせて塔を制作

する 

４． 鑑賞 

友達の作品を鑑賞し、ワ

ークシートに感想や意見

をまとめる 

a:（知識） 

塔という建築物に対してその

歴史や成り立ち、デザインの意

図や工夫について理解してい

る。 

 （技能）意図に応じて材料や用

具の特性を生かすとともに、表

現を工夫し、目的や計画をもと

に創造的にあらわしている。 

b:（発想や構想） 

主題に合ったデザインを工夫

し、創造的に表現する。 

c:（鑑賞） 

 美術の創造活動の喜びを味わ

い、主体的にイメージをもとに

構想を練り、意図に応じて創意

工夫し、見通しをもって表現の

創造活動に取り組もうとして

いる。 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

制作作品 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作作品 

 

 

 

 

ワークシート 
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２
学
期 

木
彫
「に
ぼ
し
の
模
刻
」
の
制
作 

【デザイン】【立体】【鑑賞】 

１．デッサン 

にぼしをよく観察しながらデッ

サンする。にぼしの形態や色

をよく観察する。 

２．制作① 

板ににぼしを大まかに描き、

余分な部分をのこぎりで切

る。にぼしのうねりや口やエラ

の形をよく留意しながら彫刻

刀で細部を彫る。 

３．着色 

出来るだけ本物に近づけるよ

うに混色しながらアクリル絵の

具で着色する。 

４．鑑賞 

友達の作品を鑑賞し、ワーク

シートに感想や意見をまとめ

る 

a:（知識） 

モチーフに対してその成り立

ちについて理解している。 

 （技能）意図に応じて材料や用

具の特性を生かすとともに、表

現を工夫し、目的や計画をもと

に創造的にあらわしている。 

b:（発想や構想） 

モチーフの調和のとれた洗練

された美しさなどを感じ取り、

創造的な表現の工夫などにつ

いて考え、見方や感じ方を深め

ていく。 

c:（鑑賞） 

 美術の創造活動の喜びを味わ

い、主体的にイメージをもとに

構想を練り、意図に応じて創意

工夫し、見通しをもって表現の

創造活動に取り組もうとして

いる。 

 

 

デッサン 

 

 

 

 

制作作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デッサン 

 

 

 

 

制作作品 

 

 

 

 

 

 

制作作品 

デッサン 

 

 

 

 

制作作品 

 

 

 

 

 

 

制作作品 

 

 

 

ワークシート 

３
学
期 

鋳
造
に
よ
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
の
制
作 

【デザイン】【立体】【鑑賞】 

１．構想を練る 

鋳造の仕組みについて

理解を深め、どんなデザ

インにするかをアイデア

スケッチする 

２． 制作 

デザインをもとに、厚紙を

切る。 

スズの合金を溶かしたも

のを流し込み、冷却され

たら厚紙から外し、耐水

ペーパーでよく磨く。 

３． 鑑賞 

友達の作品を鑑賞し、ワーク

シートに感想や意見をまとめ

る 

a: （技能）意図に応じて材料や

用具の特性を生かすとともに、表

現を工夫し、目的や計画をもとに

創造的にあらわしている。 

b: （発想や構想） 

鋳造の仕組みを理解した上で

デザインを工夫し、創造的に表

現する。 

c: （鑑賞） 

 美術の創造活動の喜びを味わ

い、主体的にイメージをもとに

構想を練り、意図に応じて創意

工夫し、見通しをもって表現の

創造活動に取り組もうとして

いる。 

 

 

 

アイデアス

ケッチ 

 

 

 

 

 

制作作品 

アイデアス

ケッチ 

 

 

 

 

 

制作作品 

アイデアスケ

ッチ 

 

 

 

 

 

制作作品 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


